
希望進路の選択理由・・ ・̈ ・̈・・・・・0¨ 00¨・・ ・̈ ・̈・・・・・・・・ ・̈Oo
好き、通性、自己成長が3大理由
「好きだから」36.8% 「自分の適性にあつている」29.0% 「自己成長が望める」28.6%

進路の探求 0
大学時代は進路の探求時代
卒業後の志望進路|よ 「大学に入つてから」大きく変化する 1年生 :23.フ% → 4年生 :70.7%

将来の進路への不安 0¨ 0¨・・・・・・・・・・。・・・・・・・ ・̈¨¨ ・̈・¨ ・̈ ①
不安の理由 I自分の能力、志望進路の曖昧さ
No.1自 分の能力に対する不安 20.7%  No.2志望進路を絞りきれない不安 18.3%

将来に向けての準備 0
将来設計への王道は学問・研究への精励
「学問・研究に励む」48.2% 「留学・語学習得」23.5%

|キャリアセンターの利用 0
キャリアセンターの利用は4年生で急上昇
利用率 3年生 :13.3% 4年生 :441%

インターンシップヘの参力|・・ ・̈・・¨000000・・・・・・¨ ・̈・・・・・¨00
インターンシップヘの関心は低学年ほど高い
インターンシップヘの参加希望率 1年生 :58.5% 4年生 :14.2%

インターンシップ不参加の理由 ①
インターンシップについてより有効な情報発信が必要
参加しない3大要因は、「興味がない」33.6%、 「割く時間がない」32.フ %、 「どんな制度・受け入れ先
があるか知らない」30.9%

(%) Q学
部・研究科卒業後の進路はどうしたいと考えていますかつ
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将来設計 (キャリアプラン)

と準備|について

0
0

卒業直後の希望進路・・¨ ・̈・・ ・̈ ・̈ ・̈・・・・・ ・̈・・・000 ・̈¨ ・̈ ①
主要な希望進路は「民間企業」と「公務・教育・研究」
「民間企業」37.8% 「公務・教育・研究」34.3%
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■ 主要な希望進路は

「民間企業」と「公務・教育・
卒業直後の

希望進路

卒業直後の進路希望先の傾向は、 この3年 間を

見 る限 りほとん ど変わっていませんで した。「民

間企業」への希望が4割弱で最 も多 く、「公務・教

育・研究」に関する進路先が僅差で続 きます。学

年が上がるにつれて「未定」が減 り、「民間企業」

への希望者が増えるのも例年の傾向です。そこに

全  体

「民間企業」37.8%D「 公務・教育 。研究」 34口3%珀
リヽ

釉

は社会での自立を目指す現実的な自我の成長が読

み取れます。大学院も修士課程までは「民間企

業」への志向性が高いのですが、1専士課程になる

と「大学教員」や「研究所 。シンクタンク」への

希望が8割 を占めることになります。

た い (ur*は 学年別

大学院 その他

公務・教育

小中高教員民間企業 ■躍■

12.7

年
18.0 17.3■■要■■ 5.829,8 12.6

2
10.4 16.3 146 10.4

16.1 11.3

3

4

5
10.3

47.0 ■菫■ク,

0   0.

文系。理系別では、「民間企業」、「大学院」、「研

究所。シンクタンク」希望の比率が理系の方で高く

なります。特に「大学院」、「研究所。シンクタンク」

希望者は文系の2倍以上。一方、「公務員」、「各種

資格試験受験」は文系の方が高くなっています。

60                80             100(%)

※回答率の低かつた選択肢を「その他 」にまとめている。

社会入学生では「大学院」や「研究所。シンクタ

ンク」への希望者、また留学生では「大学教員」、

「大学院」、「研究所 。シンクタンク」、「起業家」ヘ

の進路希望が高いのが特徴的でした。職業に対す

る目的意識の明確さを感じさせます。

文系 。理系別

公務員 大学院 その他

系文
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60                80             100(%)
※回答率の低かつた選択肢を「その他」にまとめている。

大学教員
番檀 貸格
計輪

`蛤
未定

6.5 3.137.8 3.5

|
|| 5.4

20 40

6.7

8.3 8.139.2 3.7

7.1 9.2 4.2

8.754.8

相丼りIPI汗 ・
大学教員

各 種 貧 格

計 蛤 感 胎
未定民間企業

8.1 9.136.1

7.9 4.6|
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希望進路の

選択理由

好き、通性、自己成長が3
^``

飩
「好きだから」36.8%「自分の適性にあつている」29.0%

「自己成長が望める」28.6%

進路の決定には、収入や社会的地位 より、その

進路 と自分 との適合度や、 自分の成長への寄与の

度合いが重要なようです。フリーターをしながら

でも生活していける豊かな社会に生きる学生にと

って、自分 らしさを発揮できる仕事を求める気持

全   体

一 般 学 生

社会人学生

ちが強いことが分か ります。 また、4番 目に来る

のが「社会貢献できる」進路であることに注 目し

ておきたいと思います。金銭や社会的地位の追求

より社会貢献を選ぶ ところに、学生 らしい正義感

が感 じられるか らです。

5.6 5.2

4.7

麗圏調
準将■
備 来 =
に設
つ計

4.6

い ´ 、

て キ
ヤ
lプ

ア
プ
フ
ン

と

学生種類別

34.6

10.2

10.9

留 学 生

3

%)

また、大学での授業や研究 。勉強が、将来の

進路先で役に立つと思える学生は、そうではない

学生より、「好 きだから」、「自己成長が望める」、

「社会貢献できる」という理由で進路先を選ぼう

としています。逆に、そうは思えない学生は、「収

□目好きだから  Eコ 自己成長が望める [コ社会貢献できる 日■将来性がある
[ヨ高収入を得たい|■|そ の進路先に目標とする人がいる   匡]収入を得たい

|■経済的に自立したい 圏■自分の適性にあっている
■1社会的地位を得たい |■なんとなく [コその他

※数値は、縦軸の回答者数のうち、横軸の選択肢を回答した割合。

入 を得 たい」や「社会 的地位 を得 たい」 を選択の

理 由に挙 げやす く、 また「なん とな く」 とい う回

答 も多 くなってい ます。大学での勉学 に意義 を見

いだせ る学生 は、社会で も自己 らしさを実現 しよ

うとするのだと思われます。

ク

希望進路の選択理由
2
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大学時代は

進路の探求

卒業後の進路をどうするかは、学生にとって最

も重要な問題です。1年生では「高校生の頃から」

考えていた進路が現在の志望進路である者が半数

以上を占めますが、学年が上がるにつれて「大学

に入ってから」が増加 し、4年生の時点では7割以

上が「大学に入ってから」と答えています。そこ

には、大学で新たな知識を身に付け、多彩な友人

卒業後の志望進路 |よ 「大学に入つてから」大きく変化する

1年生:23.フ%D→ 4年生:70.71%3
ゴ
リ

ｏ
″

　

一́

畿

との出会いやアルバイ トなどでの社会接触をとお

して、将来の自分の在 り方を模索する学生の姿が

あります。大学生活は自分を見つめ直し、自分の

可能性を探る豊かな時間としての役割を果たして

いるようです。大学院学生では、「一度社会に出

てから」という者が約2割 を占め、学部学生とは

異なる体験を持つ学生がいることが分かります。

ロ
ロ
ロ

いか らでめたのはいつく か ?を え 学年別

無回答

全  体

1  年

2  年

3  年

4  年

5年以上

修士課程

博士課程

□ 国

らいかめたのはいつ か ? これまでそ え
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路
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１

0 20 40

る (391人 )

キャリアセンター利用の有無

*「無回答」の選択が多かったため、「無回答」選択者を含めて集計。

60

t｀ (2,046人 )

80 100(%)

キャリアセンター利用と

の関係を見ると、キャリア

センターやそのサービスを

利用したことが「ある」学

生は、進路について「大学

に入ってから」考え始めた

という回答が多いのが特徴

で、キャリアセンターが進

路の選択に貢献していると

いえそうです。この傾向は

大学院学生でも顕著に見ら

れました。

18

希
望
進
路
を

考
え
始
め
た
時
期

416
1.2

5:6

1日 中学生以前
匡3大学に入ってから

爾:中学生の頃から

[三](高校。大学を)卒業後、一度社会に出てから
[=尉 高校生の頃から
E〕 無回答

中学以前 中学生の頃から 高校生の頃から 大学に入っ
FFら ((覗査難1鯨:(亀

4.5 74( 26.2 482 6.5 71

5.2 11.4 47.8 21.4 4.5 9.7

5.4 7.4 32.5 43.1 (zg( 86

4.6 8.2 21.1 58.6 2.31 53

3.8 4.6156 67.5

6.36.3 11.1 73.0

4.7 9.1 58.6 18.5 5.9

6.8 8.5 55.9 18.6 7.6

42.1

■一]



10～ 15時間未満 15～20時 間未満

クロス

授業以外にする研究・勉強時間 (週平均)

にする研究 。勉強時間は週平均でどれくら
いですかつ/匿コその進路はあなたの最終的な進路ですかつ

ルスクーノ で つ

に りま かス としてさらに進みたいツた

は  い

(1,569ン人.)

い い え

(1,348人 )

「
硼
日
剛
馴
劉
日
の‐
‐
∃

Ｆ
際
降
隈
降
脂
隧
け
い
Ｌ 0 20

現在考えている卒業後の進路をステ

ップにして、さらに進みたい進路が明

確にある学生とない学生はほぼ半々で

した。この両群で、大学の授業以外

に自宅や図書館、ダブルスクールなど

での研究・勉強時間を比較すると、さ

らに進みたい進路が明確にある学生の

方が勉強時間が長いことが分かりまし

た。また、大学生活の充実度で比較 し

ても、充実度が高い傾向が見られます。

自らの進路を肯定的に展望できる学

生は、進路探求を能動的に行いながら、

自らの目的に向かって日々の生活を充

実させている様子がうかがえます。

40 100(%)

団コ大学 している いますか?/ その

はあなたの最終的な進路ですかつ 回答 した進路をステップ
としてさらに進みたし が に か ?

(%)

は い (1,574人 ) いいえ (1,352人 )

その進路はあなたの最終的な進路ですか
'

80∩
）

０^

ロ スク

集計

50 目】証相繹設計
（キャリアプラン）と

國

準
備
に
つ
い
て∩

）５^
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新卒者の進路を経年で見てみると、卒業

後すぐに就職する学生は、1997年度から2003

年度にかけて10ポ イント以上ダウンしていま

す。これに対し、進学や自営、一時的な仕事

に就 く学生などは増加傾向にあり、進路の多

様化をうかがうことができます。

ところで、2005年 3月 卒業予定の大学生に対

する求人倍率
*は

1.37倍ですが、これを企業規

模別に見ると、1,∞0人以上の企業では0.56倍、

60

30

20

10

0

1,αЮ人未満では2.53倍 と大きな開きがあ りま

す (ワ ークス研究所「第21回 ワークス大卒求

人倍率調査 (2005年 卒)」 より)。 今春、本学

では、就職した学生のうち58%がこの1,ⅨЮ人

以上の規模の企業へ就職してお り、本学学生

の健闘が目立つ一方、学生へは一部の有名企

業ばか りではなく、幅広 く企業全般ヘロを向

ける必要性も感じられます。
ネ
求人倍率 =求人総数上民間企業就職希望者数

※各年度新卒者のうち、
進路報告者の内訳より

(キ ャリアセンター)

※「その他」は、自営・一時
的な仕事に就いた者、
資格試験準備、元の職
に戻る者、進路未記入
者等の合計。

IunLlnttp://www.
waseda.jp/career/
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1997   1998   1999   2000   2001   2002  2003(年 度)日|キ ャリアセンター

―
就職率 その他      進学率   

一
 留学率

18.8

1.2 8

25.8

18.8

19

34.1 21.9 14.7 13.69.2 6.5

43.4 25.7 12.8 7.4 6.7
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将来の進路への

不 安

不安の理由 :

自分の能力、志望進路の
^`C

^0ヽヽ

ミ已
No.1自分の能力に対する不安 20.フ %

No.2志望進路を絞りきれない不安 18.3%

将来のことに対しては、誰しもが大なり小なり

の不安を持ちます。まして卒業後は、社会人とし

て未知の職業生活に入るのですから、不安があっ

て当然でしょう。最も多いのが、学部学生では「志

望する進路先に進む能力がない」のではないかと

いう不安、大学院学生では「志望する進路で自

活できるか心配」という不安です。社会入学生で

は、この「自活」に対する不安が大学院学生より

高く、また「性別 。年齢」での選考に対する不安

が高いのも特有な現象です。留学生では「進路先

での待遇」への不安が最も高く、特殊な事情を抱

えている様子がうかがわれます。

に か ?*ついて よ り

全 体 20.7 15.0
r

ヽ 10.2  113.4 |
■■

7.1

13.215.6 10.6

大 学 院

社会人学生

4.6 21.9 16.0

23.530.9

13.3

留 学 生 19.510.4 5.2113.0

0 20 40

将来設計のために大学か ら提供 してほしい情

報・サービスについても、学生の種類によって違

いがあるようです。キャリアプランの設定に直結

する情報に対する要望が高いのは一般学生、社会

入学生、留学生に共通ですが、社会入学生ではむ

60          80        100(%)
*「無回答」の選択が多かったため、「無回答」選択者を含めて集計。

しろ「キャリアプラン実現に結びつ く大学教育」

に関する情報を求めています。また留学生では、

「企業情報」、「留学」、「インターンシップ」に関

する情報提供への希望が高くなっています。

匡]や りたいことがみつからない

[コ 志望する進路先に進む能力がない

圏目 進路先でやりたいことができるか心配

艤饉爾 志望する進路が絞りきれない       日■1志望する進路先の情報が少ない

筐量圏 性別。年齢等、自分の能力以外の面で判断され選考に落ちる

[コ 志望する進路で自活できるか心配     匡コ 無回答

に
´
つい 学生種類別

42

34.9 22.0 19.1

４
　
将
来
の
進
路

へ
の
不
安
　
　
　
２０

一 般 学 生

社会人学生

留 学 生

37.2 31.5 23.7 20.6 88

19.6

18.1    12.9

38.2 14.7 35.3 19.1

Eコ キャリアプラン設定のアドバイス・教育  [コキャリアプラン実現のための大学教育の利用方法   |■インターンシップ

||1留 学   囲幽ボランティア   圏国資格取得   Eコ企業情報   匡コOB・ OGの進路に関する情報  [コ公務員情報

※数値は、縦軸の回答者数のうち、横軸の選択肢を回答した割合。

18.3 E[n1 I

196 7.2 21.6 361

13.2 6、7 17.3 7.1

19.174 11.8 5.9

7.8
( (

『
1 7.8 1 130 23.4

全   体 29.4 16.7 12.2 26.8 7.9

7.1

28.9

500 55.4 286 卜Z

23.5 26.5 23.5
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将来に向けての
準 備

将来設計への王道は

学問・研究ヘ
^4

゛゛:ヾ3 「学問・研究に励む」48.2%
「留学・語学習得」23.5%

将来の設計に向けて、学生はどのような準備を

しているのでしょうか。第1位 は「学問・研究に

励む」で、約半数の学生が挙げています。学生の

本分を確実にこなす力は、確かに将来設計への基

盤だと思います。ただし、文系と理系ではウェイ

トのかけ方に違いがあります。理系では「学問・

研究 に励 む」 ウェイ トが文系 よ り大 きい ようで

す。理系では学問・研究が職業活動に直結 しやす

いせいでしよう。他方、文系では、「留学 。語学

習得」や「資格試験対策」といった準備活動も意

識されています。

に け て どのよ な をしていま か ? 文系 。理系別

薦『証罐終設計
（キャリアプラン）と

口

準
備
に
つ
い
て

19.1 11.2 11.9 19.0全 体

文 系

理  系

20.9 12.4 (,r, ( 19.5

13.4 18.0

囲霊囲留学・語学習得

[コ人脈作り、OB・ OG訪問

|||コ ンピュータ技術習得

E]課外活動の充実
■目学問・研究に励む

□囲インターンシップ

|■企業研究・就職試験対策

|■ その他

[コ資格試験対策

匡]特に準備はしていない

大学の授業に興味を持つ学生が、将来設計への

準備のために「学問・研究」を選択 しやすいのは

当然でしよう。興味深いのは、自宅や図書館、ダ

ブルスクールなど、大学の授業以外での研究・勉

ク [1ス

将来設計に向けて、現在どのような
準備をしていますか?[複数選択可]/

(%
60

50

40

30

20

10

体 な い あまりないややある あ る
(56人 )  (271人 ) (1,059人 )(1,874人 )

授業への興味

※数値は、縦軸の回答者数のうち、横軸の選択肢を回答した割合。

強の時間が長い学生も、「学問・研究に励む」を

選択する比率が高いことです。学生生活を真摯に

送る学生には、「学問・研究」 と「将来設計」と

は切 り離せない両輪であるようです。

将来設計に向けて、現在どのような準備を
ますか?[複数選択可]/E□ 自宅。図書館

し

てい
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５
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０

０

０

０

０

０

０

０
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１

0
全

ダブルスクール等で行う、大学の授業以外にする
研究・勉強時間は週平均でどれくらいですか

'

全 体 0～ 10～
未 未 未

※数値は、横軸の回答者数のうち、「将来に向けて学問・研究に励む」と回答した割合。

(266メ、) (174
以

３１
未

一部
抜粋

「将来に向けて、
学問。研究に励む」
と回答した学生

38.3

700「将来に向けて、
学問。研究に励む」
と回答した学生

49.0

授業以外にする研究・勉強時間 (週平均)

23.2 11.0 47.6 7.7

24.8 8.4 45.1 5.8 8.3

18.6 59.8 75 8.021.5

20.3214

47.6



キャリアセンター
4年生

キャリアセンタ…
の利用

キャリアセンターには、進路

設計に関する多彩なプログラム

が用意され、個別相談にも応 じ

ています。キャリアセンターの

利用の特徴は、1～ 2年生の利用

率は5%程度、3年生でも10%台

に留 まっていますが、4年 生で

急増し半数近くの学生が利用す

るようになることです。学生に

とって進路・就職への不安は高

いことが知られています。卒業

する年度での利用率の急増は当

ぶ浮″2利用率
●`蛉ノ

3年生

4年生

13.3%
44.lG%

全  体

1  年

2  年

3  年

4  年

5年以上

修士課程

博士課程

然のことでしょう。           V
学生はキャリアセンターをどんな目的で利用し

ているのでしょうか。学生の利用内容は、学年が

上がるにつれて顕著に変化 します。低学年では、

「進路設計に関するガイダンス・講座等への参加」

や「インターンシップガイダンス・セミナーヘの

参加」が主たるものです。進路の選択を考えるデ

20 40 60 80      100(%)

―夕を収集する段階なのでしょう。高学年では、

「就職活動に関するガイダンス・講座・ミニセミ

ナー等への参加」や「企業・求人情報のチェッ

ク」、「OB・ OG名簿、企業別 OB・ OG就職活動情

報のチェック」が増え、就職に直結するデータに

関心が移ります。

リアセンヤれまであなたは
サービスを したことがありま

― や

か つ
学年別

tLrLrT-
84.2

(

95.5
|

95.0

86.7

55.9

568 | 43.2

81.7 18.3

915
(

| ア セ ン の ス したのは か ロでの よ つ 学年別

31.4

17.1

5.7

9

年

30.3

9.1

6.1

2  年

28.9
342

31.6

一２一■一■

3  年

50.5

42.3

45.2

4  年 5年以上

45.1

43.1

30

修士課程

38.0

47.0

博士課程

33.3

66.7

11.1
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国

国

一■
■
■
■

一
一
一
Ｆ

一
一
口
■

■
■
■
Ｅ

■
日
■
―
■
●

l*ut 15.9

13.3

44.1

8.5

34.4 福
　
　
一

74.3

54.5 52.6

58
29.3 b9

23.5

49.0

22.0

6



学生がキャリアセンターを利用しない理由を見

てみましよう。利用 しなかった学生の4割 が「場

所が分からない」、「どのようなサービスがあるの

か知らない」と答えています。4年生になっても、

「場所が分からない」学生が3人 に1人います。こ

の数字をどう捉えればよいのでしょうか。キャリ

アセンターの利用は不必要という学生もいます。

またキャリアセンターの PRに気付かない学生に

も責任があるでしょう。しかし同時に、マンモス

大学で情報に埋もれる学生に対し、さらに有効な

PRを 工夫する必要もあります。学生による学内

資源の有効利用の向上を意図した施策がさらに必

要です。

―ビスを しないのセ ンl の か か ロ 学年別

全  体 66.8
(

14.4 |38.7

75.0 23.647.9

76.5 189 8.2(42.4

75.9 16.1 6944.8

1  年

2  年

3  年

4  年

5年以上

修士課程

博士課程

57.5 12( 8.5(32.8

日『Ｊ相」（設計
（キ
ャリ
アプ
ラン）
と

口

準
備
に
つ
い
て58.6

/

69162.3

51.0 (%)

どのようなサー
ビスがあるのか

知らない

′

ヽ

まだ自分の進路
について考えて
いない

|

その他

※数値は、縦軸の回答者数のうち、横軸の選択肢を回答した害」合。

コ ー
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ハ

次のグラフは、1997年度に、当時の就職課

(現キャリアセンター)が就職先が内定した4

年生に内定先の志望動機を尋ねたものです。

「超氷河期」と呼ばれた当時の厳しい状況

の中、毎年上位を占めている「仕事の内容」、

(%

「や りがい」、「社風」は、変わらず高い割合

でしたが、「将来性」や「社会貢献度」を考

慮する学生が増加してきたことが、当時の分

析で指摘されていました。
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インターンシップ
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インタ…ンシップ
ヘの参加

インターンシップヘの参カロ希望率

1年生:58.5% 4年生:14.2%

インター ンシップ制度の活用は、将来の進路の

選択 に一定の有効性 をもつ と考えられています。

低学年の学生ほどインター ンシップヘの参加希望

が高 く、この制度が学生に理解 され、次第に浸透

してきている様子がうかがわれます。すでに参加

したことがある学生は4年生でもっとも多 く、ほ

ぼ10人 に1人の比率です。今後この比率は高 くな

るものと思われます。

のプロ.′
′ プ ム~/ か ?*りまに がた こ 学年別

51.8 37.5

参加しようとは思わない (し なかつた) 無回答これから参加したい 参加したことがある

5.1

54.7 6.5

51.4 56

年

年

年

年

51.4 391 46

１

２

３

４

５

13.8

2477.0 ( tz.t I年以上

66.3 267 61修士課程

博士課程 72.0 9.3 136

0 20 40

インターンシップ参加希望と卒業後の進路希望

とは関係があるようです。インターンシップ参加

希望が最も高い希望進路は、「留学」、「起業家」、

「研究所 。シンクタンク」です。自らの進路を能

60              80              100(%)
*「無回答」の選択が多かったため、「無回答」選択者を含めて集計。

動的に切 り拓 こうとする意欲 を感 じます。逆に最

も参加希望率が低いのは、「派遣社員」、「フリー

ター」、「各種資格試験受験」を希望する学生たち

です。

学 部

黎計
の 口 ラ ム わ に参加 したことがありますかつインターンシッ

ヽ

△
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田

51.8 37.5
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34.4 60.9
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33.3 600
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インターンシップに「参加したことがある」、

「これから参加したい」を選んだ学生にその理由

を尋ねると、最も多いのは「進路選択」に役立て

るためであり、その次に「仕事」、「自分」、「社会

人」を知るという3つが並びます。

実際に行ってみた結果 を見 ると、「充実 してい

た」が約半数であ り、「やや充実 していた」 まで

を含めると8割 に達 しています。非常 に多 くの学

生がインター ンシップヘの参加に意義を見いだ し

ている様子が うかがえます。

銘
５０

　

４０
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１０

充実 して 無回答 1.9%
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また、大学の授業に対する満足度 とインター ン

シップの充実度 との相関をみる集計では、満足度

の高い学生はインター ンシップの充実度も高い傾

向が見 られました。こうした学生は、課題に取 り

組む動機付け、価値 を見いだす感性が豊かなのか

もしれません。

ク

インターンシップの充実度

充実していなかった やや充実 していた 充実していた

全  体
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インターンシップについて
より有効な情報発信が必要

インターンシップ
不参加の理由

恣 。゙.。 ぁ参加しない3大要因は、「興味がない」33日6%、 「割く時間がない」32.7%、
ミl=こ乙  「どんな‖鷹・受け入れ先があるか知らない」30.9%

一方、インターンシップに参加したくない (し

なかった)理由の3大要因は、「インターンシップ

に興味がない」、「インターンシップに割 く時間が

ない」、「どんな制度・受け入れ先があるのか知ら

ない」でした。これを学年別に見ると、どの学年

においてもこれらが トップ3であることに変わり

はありませんが、各学年の最も高い理由は、 1、 2

年生では「どんな受け入れ先があるのか知 らな

い」であるのに対し、3、 4年生では「インターン

シップに割 く時間がない」となっています。今後

一層、インターンシップに関する精確なデータを

有効に学生に提供することが必要でしよう。

にンターン ツ い の は の よ か つか た か学 部 学年別

インターンシ

ップに,ミ■未が

ない
経 費がかか る その他

28.8 13.3 6.4 10.1

1  年 36.6 17.7 112 129

14.1 8.4 14.137.9

108 6.6 8.934.0

年

　

年

　

年

２

　

　

３

　

　

４ 29.1 18.1 5.5 11.3

5年以上 (%)

※数値は、縦軸の回答者数のうち、横軸の選択肢を回答した割合。
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ところで、インターーン

シップに対 して能動的な

学生ほど、早稲田大学が

好 きな比率が高いという

結果が出ています。社

会での活動に積極的な志

向性 をもつ学生は、早稲

田大学が もつ社会に開か

れた雰囲気に親和性 を感

じやすいのか もしれませ

ん。
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34

全  体
参加しようとは思わない

(し なかった)(1,684人 )

これから参加 したい

(1,230人 )

参加 したことがある

(168人 )

どんな制度・受

け入れ先がある

のか知らない

インターシッ
プに書」く時朧‐|
がない

インターンシ
ップが有効だ
とは思わない

希望職種 での |ど れが自分のキャ
インターンシ |リ アプランに有効
ップがない  |か分からない

全  体 26.5 28.1 7.3 13.3

39.2 27.2 6.9 13.8

45.4 24.2 3.4 20.3

39.4 10.0 15.4

22.4 36.8 8.3 12.3

34.1 9.1 19.3
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